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込
ん
だ
ま
ま
だ
と
耳
に
し
ま
す
。
日
本
一
の
陶

芸
家
の
作
品
を
、
日
常
使
い
に
は
で
き
ま
せ
ん

よ
ね
。

　
そ
こ
で
香
炉
に
替
え
て
観
音
像
を
作
り
、
す

　
８
月
、
も
う
す
ぐ
お
盆
で
す
ね
。

　

今
か
ら
65
年
前
の
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
）、「
と
に
か
く
今
年
の
お
盆

ま
で
に
は
作
り
上
げ
た
い
」
波
山
は
そ

う
決
意
し
ま
し
た
。

　

制
作
を
急
い
で
い
た
の
は
白
磁
の
観

音
像
（
左
写
真
）
で
す
。

白
磁
の
観
音
像

　
波
山
は
日
中
戦
争
以
降
、
郷
里
下
館
の
戦
没

者
遺
族
に
、
自
作
の
香
炉
を
贈
り
届
け
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ど
の
家
で
も
大
事
に
し
ま
い

　
波
山
の
観
音
像
は
焼
き
物
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
親
し
い
人
の
訃
報
に
接
す
る
と
、
し
ば

し
ば
観
音
像
を
描
い
て
遺
族
に
届
け
て
い
ま
し

た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
第
２
回
目
（
ピ
ー
プ
ル
６

月
１
日
号
）
に
登
場
し
た
下
條
家
に
は
、「
観

観
音
聖
像
　
33
躯

べ
て
の
遺
族
に
贈
呈
す
る
こ
と
に
し
た
の
で

す
。
上
が
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）、
妙
西
寺

で
の
第
１
回
の
贈
呈
式
の
写
真
で
、
右
側
奥
に

１
６
０
体
余
り
の
観
音
像
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
が
旧
下
館
町（
現
在
の
甲
、乙
、丙
）

の
戦
没
者
の
う
ち
、
約
半
数
の
家
族
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
波
山
は
体
調
を
崩
し
て
制

作
を
中
断
、「
残
っ
た
分
を
早
く
作
ら
な
い
と

遺
族
の
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
」
と
気
に
か
け

な
が
ら
、「
や
っ
と
あ
と
10
体
ほ
ど
に
こ
ぎ
つ
け

た
」の
が
昭
和
31
年（
１
９
５
６
）５
月
の
こ
と
。

そ
し
て
「
間
に
合
え
ば
旧
盆
ま
で
に
」
の
決
意

通
り
お
盆
前
の
７
月
10
日
、
前
回
か
ら
５
年
、

終
戦
か
ら
11
年
の
歳
月
を
経
て
、
第
２
回
目
の

贈
呈
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
妙
西
寺
の
ご
本
尊
前
に
並
ぶ
観
音
像
１
０
３

体
、
桐
箱
に
は
そ
れ
ぞ
れ
故
人
の
名
が
波
山
の

筆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
右
下
写
真
）。

　
戦
地
に
散
っ
た
若
者
た
ち
の
た
め
に
、
そ
し

て
残
さ
れ
た
家
族
の
た
め
に
芸
術
家
と
し
て
何

が
で
き
る
か
を
思
案
の
末
に
計
画
さ
れ
た
、「
故

郷
の
全
戦
没
者
遺
族
へ
観
音
像
贈
呈
」
と
い
う

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。そ
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
、

ま
る
夫
人
と
と
も
に
写
真
に
納
ま
る
波
山
は
84

歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。　
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シ
リ
ー
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明治 44 年（1911 年）
高さ 28.5㎝　胴径 19.8cm
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文　
下
館
・
時
の
会
代
表  

一
木 

努
さ
ん

音
聖
像　

33
躯た

い

」(

上
写
真)

が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
元
下
館
町
長
下し
も
じ
ょ
う條

豊ゆ
た
か

氏
の
長
男
重し

げ
の
り徳

氏
が
34
歳
で
亡
く
な
っ
た
時
に
、
33
枚
の
半
紙

に
描
か
れ
た
観
音
像
が
丁
寧
に
紐
で
綴
じ
ら

れ
、
桐
箱
に
納
め
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
波
山
の
謡う
た
い仲

間
の
田
村
家
に
は
11

枚
、
さ
ら
に
親
友
の
間ま

ま

だ
々
田
元も

と
き
ち吉

家
に
は
「
お

棺
の
中
に
入
れ
て
下
さ
い
」
と
、
徹
夜
で
描
い

た
１
０
０
枚
の
観
音
像
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

間
々
田
家
で
は
、
波
山
の
許
し
を
得
て
１
枚
だ

け
残
し
、
掛
け
軸
に
し
て
い
ま
す
。

　
立
体
と
平
面
の
観
音
像
、
い
ず
れ
も
波
山
独

自
の
心
の
こ
も
っ
た
供
養
の
ス
タ
イ
ル
に
頭
が

下
が
り
ま
す
。
来
年
の
「
波
山
生
誕
１
５
０
年

特
別
展
」
で
実
物
を
お
目
に
掛
け
る
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。

波山先生記念会理事長の板
い た や

谷駿
しゅんいち

一さんからの
ご寄稿を紹介します。

学生時代の立花隆さん

　夏の風物詩の金魚。波山の作品のなかに
も、金魚を描いた花瓶があります。
　陶芸家としてデビューして初々しい頃の
作品。六匹の金魚が藍色の水の中を泳ぎま
わり、シャボン玉のような黄色い泡を口か
らプカプカと吹き出し遊んでいます。
　じつはこの金魚たち、それぞれ目つきや
表情が異なって、いたずらっ子のような風
貌がユニークです。この作品のスタイルは、
当時、フランス・パリなどで流行したアー
ル・ヌーヴォーのニューファッションを採
り入れたものでした。
　ところで、この金魚の花瓶は、映画

「HAZAN」のなかにも登場しています。
金貸しのサブ（配役は寺

てらじま
島 進

すすむ
さん）は、

たびたび波山の家に厳しく借金の取り立て
に来ます。しかし、彼はいつしか波山陶芸
の魅力に引き込まれていく…。「先生よ、
今日はオレ、金の催促じゃなく、先生の花
瓶を見たくて…」。波山は彼を家の中へ案
内し、金魚の花瓶を彼の前に置きます。波
山に誘われ、おそるおそるこの花瓶に触れ
るサブ、そしてこぼれる笑顔。映画のクラ
イマックスの一コマ、感動的なシーンの主
役はこの花瓶だったかもしれません。

　先頃、立
たちばな

花 隆
たかし

君が惜しまれつつ亡くなりました。
　彼は、私の同級生、波山のことも知っていて、こ

う書いています。
「私は波山の孫と水戸の小中学
校から大学まで一緒だったため
波山とは何度も会っている。ある日誘わ
れて一晩徹夜で窯焚きを手伝ったことも
ある（1962年12月）。むろんその頃から、

　　　　　　　　　すごい陶芸家であることはよく知ってい
たが、『ほんとにすごい人だったんだ』と思うようになった
のは、荒

あらかわ
川正

まさあき
明さんの『波山の生涯』などを読んでからで、

さらに『ほんとにすごい』と感じ入ったのは、2003 年の『波
山展』を見、作品を通して波山の大きさをつかみとったから
である」。
　立花君に、来年の波山生誕 150 年展も見せたかったが残
念です。22 歳の立花君と一緒に窯を焚いたのは、今もいい
想い出として残っています。
　その窯は、現在波山記念館に展示されています。

ー「知の巨人」立花　隆さん逝去  ー
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